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栃木農試研報駈20（1975）

トマトウイルス病に関する研究

第2報　ウイルス病を媒介する

アブラムシの飛来消長について

大兼善三郎・合田健二・手塚徳弥

　　　1　緒　　　　言

　トマト栽培において問題となっているウイル

ス病のうちCucumber　mosai　c　vi　rus

（以下CMVと略記）はアブラムシによって媒

介されることが知られている．

　アブラムシ類にとって野外のトマトは好適な

寄主植物ではな鵡アブラムシ成虫を寄生させ

ても定着することなく移動してしまう．わずか

にうみつけられた若虫も生長することができず

に死亡することが多い．しかし，アブラムシの

有翅型成虫は植物体に飛来した際にかならず口

針をそう入し，寄主植物として好適であるかど

　　　　　　　　　　　　　　　　　り

うかを調べる行動をとることがしられている．

このため，露地栽培トマトにおけるCMVの伝

播は，トマトほ場外の他作物，雑草などから飛

釆する有翅型成虫が口針をそう入する際に行わ

れると考えてよい．

　筆者らは1970年〜1974年にC　MV防

除の基礎資料を得るため，アブラムシ類の露地

栽培トマトほ場への飛来消長について調査した

ので報告する。

　　　　n　調　査　方　法

　1970年〜1974年群こ露地雛トマト‘ま

場に，塩化ピニール製の容器に黄色ペイントを

塗付した黄色水盤を設置した．水盤には水をた

たえ，界面活性剤，防腐剤を煎用した．調査ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　＿1

場は無防除，施肥管理は慣行．なお，一連の調

査はすべて宇都宮市瓦谷町栃木農試ほ場で行っ

た．また，採集したアブラムシはすべてランバ

ーズ法で処理したのち，プレパラート標本にし

て光学顕微鏡下で同定した．

　1．　1970年

　供試ほ場曳品種豊錦，6月4日定植）に7月

15日から9月16日まで，たて11�p，よこ

15�p，高さ6．5�pの黄色水盤曳以下小型黄色

水盤と略記）を地上1．5川に8個設置した．飛

込虫の採集は毎日，午前10時に行った。

　2．　1971年

　供試ほ場（品種豊錦，5月28日定植）に6

月5日から8月25日まで小型黄色水盤を地上

0。5勉，1刎，1．5榊こそれぞれ5個ずつ設置

した。飛込虫の採集は原則として5日おき，午

前10時に行った。

　乙　1972年

　供試ほ場（品種豊錦，5月29日定植）に6

月1日から6月51日まで小型黄色水盤を19

71年と同様の方法で設置した。飛込虫の採集

も1971年と同様の方法で行つた。

　また，8月〜9日，29日，9月5日に上記

の黄色水盤のほかに直径50�p，高さ15�pの

円型黄色水盤（以下大型黄色水盤と略記）5個

を地上巳5別に設置して飛込量のちがいを調査

した。あわせてトマト葉上で静止しているアブ
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